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○議長（須藤正人君）　おはようございます。
　これより平成23年第２回八峰町議会臨時会を開会します。

　ただいまの出席議員数は14名です。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。
　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
　会議録署名議員は、八峰町会議規則第117条の規定により、６番腰山良悦君、７番皆川鉄也君、８番福司憲友君の３名を指名します。
　日程第２、会期の決定を議題とします。本臨時会の会期は本日１日限りとしたいと思いますが、ご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（須藤正人君）　異議なしと認めます。従って、本臨時会の会期は本日１日限りと決定しました。

日程第３、諸般の報告を行います。加藤町長から発言を求められておりますので、今議会提出議案の提案と合わせて報告を願いします。加藤町長。
〇町長（加藤和夫君）　みなさん、おはようございます。
本日、平成23年第２回八峰町議会臨時会を招集致しましたところ、議員の皆様にはお忙しいところご出席をいただき誠にありがとうございます。

今年は梅雨明けが早く毎日のように暑い日が続いており体調には十分気をつけていただきたいと思います。

さて、春先の低温と日照不足により心配された水稲の生育状況もその後の好天によりかなり回復傾向にありますが、先般、県よりカメムシなどの病害虫が多発する恐れがあるとの注意報が発表されました。農道や畦畔の除草及び薬剤散布の徹底により、実りの秋を迎えることができるよう祈っております。
６月25日青秋林道の終点付近から筍取りに入山した町内の方３人が行方不明になり、遭難対策本部を設置し捜索したところ、翌日午前８時35分頃自力で下山してきた３人を発見しました。３人は怪我もなく元気で発見されております。捜索にご協力くださいました猟友会、警察、消防署、消防団、地元の方々など多くの方々に心から感謝申し上げます。
７月３日の日曜日に行われた町の消防操法大会にはご多忙のところ多数の議員の皆様からご臨席を賜り厚くお礼を申し上げます。各分団とも日頃の訓練の成果を十分に発揮し、きびきびした動作に頼もしさを感じたところであります。優勝された第５分団を始め上位入賞を果たした分団は今月31日に開催される郡市大会に出場することになっており、郡市大会でも存分に活躍することを期待しているところであります。
なお、消防操法訓練期間中の７月９日土曜日、午後１時34分頃大信田地区で火災が発生し、木造一部２階建ての農作業場兼倉庫約152.36㎡と木造平屋建て物置小屋約6.6㎡を全焼したほか住家の窓ガラスや網戸にも被害がありました。この建物の所有者が初期消火中に気分が悪くなり、救急搬送されましたが、すぐに回復したということと、負傷もしていなかったということで、まずは一安心したところであります。暑さと共に空気も乾燥する時期でありますので、尚一層火災予防に努めてまいります。
また、７月14日には岩館と滝の間海岸での海開きが行われ、この暑さと共に海水浴客や震災で遠のいていた観光客が少しでも多く訪れ賑わいが戻ればと思っているところであります。

それでは今議会に提案している議案についてご説明いたします。
議案第60号、平成23年度一般会計補正予算（第４号）は既定額に128万4,000円を追加して、歳入歳出予算の総額を57億939万8,000円とするもので、歳出の主な内容は八森地区子ども園建設候補地選定委員会委員の会議出席報償費22万4,000円、猟友会への助成金７万9,000円、スポーツ少年団の全国大会派遣費関係98万1,000円となっております。

以上今議会臨時会の議案は１点であります。詳細については、議案提案の際に説明させますので、よろしくご審議の上適切なご決定を賜りますようお願い申し上げます。

以上であります。

〇議長（須藤正人君）　議長報告につきましては、別紙報告書のとおりでありますので、朗読は省略させていただきます。
日程第４、議案第60号、平成23年度一般会計補正予算（第４号）を議題とします。当局の説明を求めます。伊藤副町長。
〇副町長（伊藤　進君）　どうも皆さん、おはようございます。
大変ご多忙の中、臨時会にご出席を賜りまして本当にありがとうございます。
それでは、議案第60号、これは一般会計補正予算ですけども、私と教育長の方から提案させていただきたいと思います。
議案第60号、平成23年度一般会計補正予算（第４号）。平成23年度八峰町の一般会計予算（第４号）は次に定めるところによる。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ128万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ57億939万8,000円とするものであります。
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そういうことで、５ページの方、歳入の方に行きたいと思います。
歳入、今回の補正財源ですけども、19款繰越金、１項繰越金、１目繰越金ということで、一般会計繰越金128万４千円を補正するものであります。
歳出の方ですが、６ページをご覧ください。３款２項２目子ども園費であります。補正額が22万４千円。内訳は、８節の報償費、八森地区子ども園建設候補地選定委員報償費22万４千円であります。この件につきましては、昨年度八峰町子ども園統合等検討委員会の方に統合につきまして検討していただきまして、昨年の12月22日に答申をいただいているわけですが、ご承知のとおり３月11日の東日本大震災によりまして、当初建設予定をしておりました場所が日本海中部地震を想定したものであったわけですけども、それ以上の想定外の地震が来たということで、この間の６月定例議会でも議員の皆様から質問がありましたとおり、白紙状態にしてもう一回検討したいということで、改めて建設候補予定選定委員会を選んでやるというものであります。人数については、保護者の代表、自治会の地区の代表ですね、それから学識経験を含めて、まあ前回並みの14人くらいで構成したいと考えております。大体４回を予定しております。
それから、６款２項２目林業振興費７万9,000円の補正であります。19節負担金補助及び交付金ということで、補助金７万9,000円であります。これは、猟友会の八森支部の方に熊を捕獲するための檻が欲しいということで、それの半額を助成するというものであります。これにつきましては旧峰浜時代も峰浜地区の猟友会の方に町の方から２分の１を補助して檻を買ってもらって管理してもらっている経緯があるもんですけども、最近ですね、熊が頻繁にですね、出るっていることでこの間も７月12日ですか、八森中学校のところで、熊が出たということで、その時、峰浜地区の猟友会の檻を借りていって入ったと。旧八森支部にもあることはあるんですけども、昔のドラム缶式でなかなか入らないということで、今回自分の方でも一つ欲しいという話でしたので、それについて半額補正するということですので、よろしくお願いしたいと思います。
あと、教育委員会の関係につきましては、教育長の方からお願いします。
〇議長（須藤正人君）　千葉教育長。

〇教育長（千葉良一君）　はい。皆様おはようございます。

私の方からは教育費についてご説明申し上げます。

７ページの10款教育費５項保健体育費でございます。３目のスポーツ少年団総務費でございまして、補正額が98万１千円でございます。これにつきましては、先ほど町長が冒頭で挨拶ありましたとおり、第42回のＡＫＴのスポーツ少年団の全県大会が開催される関係で、送迎のバスの運転手の手数料と、かかる経費。これは、決勝までいったと仮定しての経費ではございますが、合計で98万１千円を計上させていただいたものでございます。
なお、水沢小学校もＪＡの大会で全県大会出場が決まっております。

しかし、詳細について、ちょっと決まっておりませんので、これはまた後で確定し次第、補正の方をお願いすると思いますので、その節はどうぞよろしくお願いします。
以上でございます。

〇議長（須藤正人君）　これより議案第60号について質疑を行います。質疑ありませんか。２番見上政子さん。
〇２番（見上政子さん）　はい。まず、子ども園の候補地選定委員会の報償費のことで、お聞きいたします。保護者とか地区とか、まあ関係者ですけども、以前の委員のメンバーとはどのような違いがあるのか。その辺もし違いがありましたら。

それと、保育園の方でアンケート取ったと思うんですけども、そのアンケートの回収はどのようになっているんでしょうか。

それと、いろんな候補地があがっていましたけれども、必ずしも町有地でない場所があると思うんですよね。で、町有地でない民有地が適切な場所にあるとしたら、その辺はどのように考えておられるのか。候補地として提案された場合とかこの辺が適切という風な面がありましたら、その辺、当局としてはどのように考えておるかとお聞きしたいと思います。
それとですね、野球のスポーツ少年団の派遣ですけども、この資料を見ますと、八森小学校は４日の日の試合に参加することになるのでしょうか。

４日の日の参加で２日の日から計上されていますけれども、４日の日であっても２日から行かなくてはいけないという、そういうふうなことになっているのでしょうか。私、こういうこと、ちょっとわかりませんので、教えてもらいたいと思います。
〇議長（須藤正人君）　加賀谷幼児保育課長。

〇幼児保育課長（加賀谷敏一君）　見上議員のご質問にお答えします。

一つ目のメンバーの構成でありますけれども、前回との違いはございません。

ただ、人数的に違いがございます。今回は、保育園の保護者の人数を各園から２人ずつ、それから、各地区、八森・観海・岩館地区からそれぞれ自治会長さんを２人ずつお願いしたいと考えております。
それから、アンケートの件ですが、７月１日から20日までの期限で実施いたしました。ただいまのは集計中でございます。まとまれば皆様にもお渡ししたいと思っています。
あと、土地の関係ですが、用地交渉・用地買収なるかと考えています。

〇議長（須藤正人君）　千葉教育長。

〇教育長（千葉良一君）　試合日程は４日であります。

ただ、今の時期、非常に暑い時でもございますし、子どもたちの健康管理を考えて３日の午後から行くと、試合を見ながらですね、向こうの方へ行くということで、３日からという計上をさせていただいております。

２日の日からですね、はい。間違えました。訂正いたします。
〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。７番皆川鉄也君。

〇７番（皆川鉄也君）　猟友会の補助金のことについて、ちょっとお伺いいたします。
八森地区に檻がないということは前々から承知をいたしましたけれども、檻を設置するにあたりまして許可をいただいている猟友会の方がいるのでしょうか。
〇議長（須藤正人君）　松森農林振興課長。

〇農林振興課長（松森尚文君）　八森地区の猟友会の猟友会員は全部で12名ですけども、許可を取っている人はいます。檻の許可を取って設置しております。県の方へ申請して。

今年も既に１頭捕獲しております、檻で。７月11日八森小学校付近に設置した檻に入っておるということで、猟友会で免許持っている人はいます。
〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。７番皆川鉄也君。

〇７番（皆川鉄也君）　すみません、何名ですか。

〇議長（須藤正人君）　松森農林振興課長。

〇農林振興課長（松森尚文君）　免許の所持者は何名か分かりませんが、12名の会員で、免許の所有者はわかりませんが、いずれ県に申請して許可が出ておりますので、何人かはおります。
〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。７番皆川鉄也君。

〇７番（皆川鉄也君）　くどいようですけども、熊の従事する際は、例えば５人なら５人と鉄砲でやる場合はですね、決まっている場合でですね、今課長言うように「何人か分からない」ことでありますと、有事の際に１人だけ持っていてもですね、１人で檻を運搬したりなんかするっていうのは大変困難なこともあるわけで、峰浜の場合、５人くらいおりますのでなんとかなるわけですが、もし出来ればですね、人数が役場の中にもおるということも聞いておりますので、是非協力してやっていただきたいというふうに思います。
〇議長（須藤正人君）　答弁は。

〇７番（皆川鉄也君）　いりません。

〇議長（須藤正人君）　はい。ほかに質疑ありませんか。１番松岡清悦君。

〇１番（松岡清悦君）　２点お伺いをいたします。
はじめに保育園の候補地の選定委員会のことですが、いずれ前回の答申から方向を変えなければいけない事態になった訳です。まあ、そうした中で新たにまた選定していただくと思うわけですが、全く白紙の状態で選定委員会に候補地を探してくださいというふうに諮問するのか。私は、今回のその要因で海からの被害を想定しての選定だと思うわけですが、そうした中で、最小限このくらいは考慮してくださいという線引き、これは私は町長がするべきだというふうに思います。選定委員会で、選ばれた土地であればこれは諮問するわけですから、当然それは尊重する必要があると思います。町長自身がもう最小限、これ以上は絶対安全な場所を選んでくださいという方向は最小限出した上での選定をしていただくという形がいいと思うわけですが、その辺、町長、全く白紙で出すのか、それとも、町長としての考え方を示しながら選定をお願いするのかお伺いをいたします。
それから、もう一つは、実は農林水産費の中で、関連で、ちょっとあの、稲のことをお尋ねしたいんですが、関連無理ですか。

〇議長（須藤正人君）　えっ。

〇１番（松岡清悦君）　無理ですか。

熊と全く関係ない稲のことを喋べようとしているんだけど、関連としては無理でしょうか。

無理？
〇議長（須藤正人君）　慎んでいただきたいと思います。

〇１番（松岡清悦君）　はい？
〇議長（須藤正人君）　慎んでいただきたいと思います。

〇１番（松岡清悦君）　それでは遠慮させていただきますが、なかなかね、質問する機会がなく、また、これも、時期的なものもあるので。例えば一般質問でってやっても、もう９月までないんですよね。ですから、例えば、受付けなくていいですよ。駄目なら。
〇議長（須藤正人君）　休憩します。
午前１０時１９分　休　　憩
…………………………………………………………………………………………………………
午前１０時２０分　再　　開

〇議長（須藤正人君）　休憩前に引き続いて会議を開きます。加藤町長。

〇町長（加藤和夫君）　今回の検討委員会については、先頃の一般質問の中でいずれお話されて私等もそれを受けながら一番の前提となるのは、当時の津波の想定したものから今回の大地震を踏まえた形で安全な場所を選ぶというところから再検討するわけですから、最低限そのことは頭に入れながらお願いしたいなと思っております。
〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。１番松岡清悦君。

〇１番（松岡清悦君）　いずれ県からそのハザードマップが、いわゆるその線引きがされると思うのですが、その前にうちの方でおそらく決定すると思うわけですよね。ですので、頭の中に入れてという感じでなくて、私が言っているのは線引き、もう最小限このくらいは必要ですという、これ最終的にやっぱり責任になりますよ。何かあった時に。ですので、これは、検討委員会でなくて、場所がどこだというのではなくて、安全面の最小限のガイドは私は示した上での選定を行うべきだというふうに思います。どう思いますか、町長。
〇議長（須藤正人君）　答弁を求めます。加藤町長。

〇町長（加藤和夫君）　先ほども申し上げましたけれども、今回の震災の津波にも想定しながら、それに耐えれるような場所を選定していきたいというふうに思っております。
〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。２番見上政子さん。

〇２番（見上政子さん）　今、関連質問で、保育園の設定場所なんですけども、津波と大地震を想定した場合ということで、アンケートの中には何箇所か候補地を選んでその中でどうかということ。これがあれを見ますと民有地もかなり含まれてるなと思いまして先ほど質問したんですけども、そういうふうな候補地の選定というものは前もって当局の方で考えていたと思うんですが、どうしてそのような場所を選ばれたのかお分かりのようでしたらお願いします。

〇議長（須藤正人君）　答弁を求めます。加賀谷幼児保育課長。

〇幼児保育課長（加賀谷敏一君）　お答えします。

　八森地区の施設ということで、距離的な面から中央部・観海地区で今回の大震災に照らし合わせて高台ということで、アンケートの中では八中周辺から泊川周辺の高台ということでアンケート調査いたしました。

以上でございます。

〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。５番門脇直樹君。

〇５番（門脇直樹君）　今回の補助申請はスポーツ少年団の野球でありますが、ミニバスについてちょっとお尋ねいたします。
聞いたところによりますとミニバス、保護者なのか児童なのか分かりませんがちょっとゴタゴタして５年生・６年生が別々の練習をしているとか。そういう話が聞こえてきますが、当初の統合目的は何であったのか。こじんまりしている時はまとまりがあって練習もスムーズにいったものが、統合して多少人数が膨らんだらそれがスムーズに行かないとなれば何のための統合なのか、統合効果がどこに出るのか、その辺わかる範囲で教育長答弁お願いします。

〇議長（須藤正人君）　答弁を求めます。千葉教育長。
〇教育長（千葉良一君）　門脇議員のご質問にお答えします。
この八森小学校のミニバスの関係につきましては、今、議員のご質問のほかに何人かの議員の方々、また、地域の方々からも私に同じ質問がありました。

しかし、保護者から、また、スポーツ少年団の団長からも、私、教育委員会からもですけど、保護者から改めて相談、また、仲介についての相談は一切ありませんでした。現在もそうであります。
ただ、聞くところそういう話がありまして、保護者を何人か訪ねてお聞きしました。保護者の間のことだから教育委員会、教育長が入るまでも無いと、そういう話をされてですね、それ以上、中に入ることはできませんでした。
ただ、スポーツ少年団の工藤団長の方には、これも間接的でありますけれども中に入ってくれないかという話が１名からありまして７月22日にスポーツ少年団の工藤団長と教育委員会、生涯学習課も含めてその保護者と話し合いを持ちました。内容につきましては５年生の女子バスケが休んでいる、そして、独自に体力を保つために体験センターで練習をしている方々でありましたけれども、その中でやはりまとまって練習したいと、そういう保護者・子どもの希望がありまして、それを中に入ってくれという話でしたけども、子どもたちの気持ちが一番大事でありますので、そういうことであればみんなで一緒に練習することは、これはスポーツ少年団の精神からいって一番なことですので、喜んで受け入れると。
ただ、決めたことは守っていただくと。そういうことで、当初みんなで決めたことについてしっかりと守って今年はこれで進めていくと。それを理解していただく上で子どもたちが練習に参加していただくことは大変結構であるということで答えたと工藤団長から報告を受けられております。
やはり、スポーツ少年団の意義といいますのは一人でも多くの子どもたちにスポーツを通じて身体と心を育む、それが一番の目的であります。子どもたちの気持ちを大事にしてこれからも遠まわしに、また時には近く学校も含めて温かく見守って参りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
以上です。

〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。５番門脇直樹君。

〇５番（門脇直樹君）　スポ少であれ、学校の部活であれ、練習をしたり試合をしたりするのはあくまでも児童であります。保護者の意向を無視することは出来ないと思いますが、あくまでも児童の気持ちを、スポーツ少年団の理念に適った活動を是非教育長の方からも見守っていただきたいと思います。
答弁はいいです。

〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。７番皆川鉄也君。

〇７番（皆川鉄也君）　あわせて教育長にスポーツ少年団の関係でちょっと見解を質しておきたいと思うのですが、まあ今回、八森小学校がＡＫＴ杯出場すると。水沢小学校もおかげさまでＪＡの大会に全県大会に出場できるということになりました。
いつも大変残念なわけでありますが、塙川小学校、どうしてもなかなか勝ちに恵まれないといいますか、そういう機会が与えられないのが実態のようであります。前にもお話させていただいたことがありますけれども、今門脇議員さんがおっしゃったようにですね、児童のことを考えますと、やはり勝つ喜びも与える機会も作ってやるのも我々の義務じゃないかなと思います。なかなかスポーツ少年団単位でですね、統合についてどうこうするというのは大変勇気のいることだと思いますので、できれば教育委員会から中に入っていただいてクラブの統合だけでもですね、是非やっていただいて、出来ればそういった全県大会のような大会にも出場できるように、あるいはまた、励みをもって練習に参加できるようなそういう体制をですね、是非作れるようにご配慮できればなということを強く要望したいと思います。
答弁等はいりません。

〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（須藤正人君）　ほかに質疑がないようですので、質疑を終わります。
　これより討論を行います。討論ありませんか。
　　　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（須藤正人君）　討論がないようですので、討論を終わります。
　これより議案第60号を採決します。お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。
　　　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（須藤正人君）　異議なしと認めます。従って、議案第60号は原案のとおり可決されました。
　これで本日の日程は全て終了いたしました。
　本日の会議を閉じます。

　これをもって第２回八峰町議会臨時会を閉会します。ご協力ありがとうございました。
　　　　　　　　　　午前１０時３０分　散　　会
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